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空電方位測定機の車方向受信
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1.緒言

在衆行われて来たささ電の交信方式は大音f，分ヵ:両方向

性のものであった(川(2)(町内向最近，時には恩方向性

のものが使用される棋になり。各処で各符の方式のも

のが試みられているが，一般には皐方向受f言は両方向

受信に較べると精度が劣るものである.

普通の通信においては測定対象が法統波であるか

ら，方向を滅定して後，向きを決定する余裕があるけ

れども， ~さ電はその継紘時聞が 1msec.内外のもので

あるから (1) これ等の方向と向きを瞬時に流定しなけ

ればならないので復殺な附加機構を必要とする.

今主主(1両方向受信で安富の方位測定を行って来た

が， この附・稜々の困難な問題が起る.先ず第1は2点

鋭測の場合は勿論. 3点観測の場合でも，これらの交

点が非協'な遠距離となるものについては，その交点が

どちら側になるかと云う事すらも分らなレ場合が多

い..!i!nちセy スも分らず 1800 の誤差が混入する恐れ

が多分にある.叉それらの受信方位が基線上に来た場

合，それらの交点が分らなL、場合が多い事等である.

これ等一種々の問題を解決するための最良の方法は3

点観'ili~とし，その観測基線を延す事である.然し日本

:本土(t細長しその上に択び得る奴拠点で・は南西に対

しては余り有効なiE線が得られない.それにも拘らず
南西方向より到来する安定は非常可こ多<，然も遠距離

であるため，それら~沼の主党測には日本求土内に限定

されている現在の試態で・は飛躍的な改善が翠まれな

L、(5)

そこでこれらの困難を出来るだけ打開する方法と し

て堕方向受信により誤宣告を極力減らし然も両方向受

信と向ーの精度を保つ様な方式の~定方位ìllC定機によ

り観測するのが望ましい・

又その様な方位派定機を3点観測の1点に使用する

と方位?日〔定の誤差を除雪すする上において絶対的な基準

が出来る事になり，これは在矧1茎も裂を廷す事と相{失っ

て，涙C'fE精度の向上古:期待される .

叉堕方向受信ーにより 1点で方向分布やその電界強度

の統計的なものの観測も可能となるので，観iffC経費や

整現時間その他の節約になり大いに有効である.

このため，この問的に適合する箪方向性の答電方位

測定機を設計し試作中であるが現在は未だ完成してい

ない・以下iこ中間報告として当研究室において試作し

ている思方向性写電方位測定機の概要を記述する.

II.草方向受信

思方向受信の場合において要求されることは， m~定

精度を両方向性と全く同一に保持してゆくと云う事で

ある.

一般に堕ブj向受信には枠型文はアドコ ッ ク~中線車:

丞泣昼中線と組合ぜて使用される.そしてそれらの組

合せは一般の通信の受信においては普逮受信機の ト吋

プにおいて行われる (6)然 し瞬時製のパルス受信にお

いては決定精度を絞互に保つ矯に， 両方向方式の従来

の方位測定機のトヴ プにその様な組合せは出来ないの

であって，セyス決定のために N-S，及びE-W増幅緩

と同様な増幅綜が他に一つ必要になる・そして毘方向

を示すためにはプラウ y管の輝度変調グリッドで行う

のが普通に行われる方法である.(8) 

大体原3A的にはこの方式を採用し， これにinl定筒ー度

を両方向性と同ーに保つために特別な方式を併用して

L、る.

第 1図はこの方位測定機のプロ‘ツグダイヤグラムで

ある.

第1図箪方向室電方位制定機系統図

ζ 

此処に示す方位決定の TWOCHANNEL (~)の埼

幅回路系は今迄使用されて来たものと全く同様なもの

であるので測定精度は少しも阻害されない.然してセ

シス椴儒棒は方位決定士榊冨訟と電気的に愚容jに同一J特
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fE 一一吋に{川仁詩付ーーーなるでを必与!と f7J • こ ~L

は~.mの))'1告c-，1~定においては改，'，.:ty< ヵ ;t;ドfであるの

で，~，jlこl~-.;( I :'i)l~本さ れる.

プIJ(合~t阿佐H'岱rl":¥としてはi'tJ{i;Z-;，rll¥去をードレ，七y
ス伏先:にl主 将~裂'，'.; r:-l税土 1) i 数米~iJ.tた 5m の丞i(.
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る . そのため 却し i[i((シー中不良の出ブJiこii~!rj~~::':中山1M

力と同-fJ:iTiになるI?なrrl践を附I'oしなけれ:またら
V，l. 

七 γ ス l.>~定J111神山4におL 、ても ， ブ方'j(仇古むuとt応定む;rj州1じ川1九1、L♂次:守ft131 
』とこ同f
(jま:ならなL、 こ tれttば土，乏ç(，吋fミ令~~古 ..、?涼:涼F三

t

てでc、7ムEペ午乍トジ;1:、ノ乃)í交~I)附d 

i淡炎払をf?h叩メんJてで‘いるためでで.主あ〉ζる).ムのため?干4ψ'・中.i:Ji~! 

f:三同-7){I!i A) L， C， Rで同-Qとする.そしてそ

の /，に~ねされら?吉川 を?何i~:" 中貯 に ι ご二;'1...る?Z

Wと全く[liJ・に一-!<1tにぞのf¥t}一ーしなければなら
ない

この fiJ.プ]々 ，;.!~? ".，jtこそのブロ"グダイヤ h、ラムをか

してあるえLの'日~::p'~'nf~tz し， N.S， E.W，七y スv)

イれの/Hブ7がその!日ブJ' 了においてなく同 'f~LH!で出
・こ司:るj.;(H二す心

筋2[<1 

ノザ f~í.決定j'jrJjlH料保乃~Hカ.ZそれぞJLのí~lil"Ji去に絡

t_f， 七Yスe11芯丹iηモト力.主互に'事丘二1'，.'[i¥!:;:を泡し，
~、~にm:; じて F 々のiめIJに.-d免し・亡後. プラウ yむの

グリ内 ドに印加して野:.}j同匂を作る.

111.センス決定装置

1.垂直空中線部及び絡会回路部

.ヒi韮の立fIく ， !干や~~:.， rl '~jJJに誘起される1~-=;'0" ~ [ru ~の

{J号・をfJlるWIJfr として i~'I;3肉のま11きものをちえ乙.こ

(/)jil1治よりのwブ]がfi~t~J(~，;rj t ~~lのLHブj と振幅j之び{刊行

が全く特;しいために;まよの民係を満足させる")i.;ぅ:必聡

て・あら・

NA Jlt jWG= 4_~ ..r， = "1 
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止tmtこ， M(Hfl乃イ y ダタタ y ス，G‘J:'巧合[g!dn
の仰迷宮 y 〆クタ y ス ， N は枠~宕 r片足の君主主主， A (1 

枠射すさ『ド線のlu;'t，C ('1光必，11，は重，y};¥:中総の決

芸的、"仰は角間i変説，111 (主枠!~J広中~5.~の:f: i，i)自"でゐ

{;f~ 3 閃 ラ宇中松村i合rrj!:';~
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t割合国町
る.

上式より，N， A， C， h，.， M (主営実数である故，G

も亦)~訟である.これは域合同時過~:I Y 〆グタYスの

みでなければならない事を示す.I!flちこの間絡はE花粉
践とし信号のEG;f;に際し遅延時間を極力小ならしめね

ばならない.

又 J-式('1.I;'，j波紋に無IW係に成立ーする関係である.こ

れは'~~.むの:.:zf.1においては京大な志味のあるすJçで，か
かる|町系のl点fr.する政な回路とじて木間t与を択んだの
である.それは汚・電がtiliTlであり，あらゆる周波紋籾
に I(って)J、布しているからである.

か〈て@;.{i・~:中級に;LE起された(;i'号が作j回答rll~~ と

J': <同t奈川波形となって主市神高;fヰヘ辺がれる.
次にと~êの関係をì~'i足する結合同Híであるが， 他用

する~r行~rl l料 i'15 mであ り使用波長にJtして主主か
に折いので(使用波長''130，000 rn) ，これを等図的;二容

:htと考えると，この等前回路は第4同に示す如くな

~~ 4 ~ .-4 ?~.・中f対去，~ り， 負荷イ y ピーダy ス

'r C，，-

L→ 「斗トγ→ー ー
… ー
PI 仁三r 1....: 
I一一ーー。 .... ーー一一一-j-ー司ふ

… 

zaのF指定に現われる，;，
号乃位相をよ塁らせないた

めには， Z，川二 1/ωCα(C，凶

t土 谷中政')~効容t，i:> より

活かlこノ;きL‘抵抗セfJ1う
か， 叉;'1Zーに Ccなるヨ

ンデYサーを他則するかのどちらかである.それ故

Cc を{必m寸る市にし， 霊iH;::::~r!1絞の直下におきこの
出力を~入するため，カソードホロワーにてl!i出 し・
同職ケ ープルでtf::~'ょ して後. EFfEZ平1j1与になるまで土問厄
「る.その同泌を第 51弓に示す.使用ffi/さ管は6SH7，
6SK7であろ.

今.6SH7の中日下:コy ググタY スをあ""6SK7 J) 

それを b・2としてJUi:すると，

g川 =
JI/(Ca+C.)(l十g，.，R) 
fjMIz，C"gm，R 



第5図 垂直きさ中線結合回路

上式に失荷の{直を代入して計算すると g'JJI2王寺200μび

となる.即ち6SK7のg

所定の値になる様に百可T変抵抗で調整すればよい.

本回路について行った安験例を第6図(失頁に掲載)

に示す. 垂直偏向仮に枠型~中線出力を加え，水卒偏

向板に垂直径中線出力を加え，試験発振擦にて周波数

を順次変えて撮影したりサ【ジュ図形である.この写

<<tより計算された結果によれば， 位相補整は87050'

で，Qは約20であった.完全に90。の位相補整は出来

なかったけれども，この程度の差ならば，翠方向信号

として充分実用し得るし，叉主増縞2まにおいて稀撃す

る4$;:も可能である.

木回路による電源よりの雑音は可成り大きしカ

ソードホロワー出力で，数百mVに主主ずる故，設置場

所を骸濯すると共に， 出来るi震り，Qを大ならしめね

ばならない.

2.輝度袋調部

輝度変調の必要性は両方向受信の場合においては寧

ろ附随的なものであったが，思方向受信の場合におい

ては輝度変調回路が最も重要な働きをするものであ

る.

堕方向受信はその皐方向を示すために態度変調を行

うのであり，輝度変調に必要な入力信号を垂直谷中線

からf与るのである.

命題方向受信に要求される最も重要な燦件である処

の精度を両方向性に保っと云号事を満足するために，

特別なセyス決定用埼幅器を設けたのであり，方向受

信はN-S，E.Wの雨宿幅器で従来と同設に行い，それ

をプラウy管のグすッドで電子ビームを制御して傘周

期のみスポットを抑制して目的を果している.

3l..この輝度変調は前方向性にする事も可能ならしめ

ると共に，Ii!.方向受信において半周期完全にビームを

抑制する方式と，箪に陪点を以って輩方向を街示し:全

体の振幅l主両方向性のものと同様である方式と，任意

に切替え得る様になっている.
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これ等の必要性は目頑観測や，統計的な写賃観測等

には皐方向消妾方式:il;望ましいし， 偲 の々盗電を流し

ているフィルム上に撮影しこれを幻燈で抵大してその

方位を読む場合には理方向指点方式でないと読取誤差

が非常に大き〈なり， 両方向受信に較べて測定精度が

著し〈劣るからである.

これ等両方向受信，Jlf!方向消去受信， m方向指点受
信は任意に奴潜スイッチで筒墜に切替えられる.

次に本回路の結線図を第7図に示す.

第7図輝度変調回路

t，sr<r '~C1 

この回路は各極切替の必要上衣の三つに分けられて

いてそれが互に結合されている.

A. ~電に同期して或一定時間短形被を出す回路.
B. ~電の各牛周期のみ矩形波を出す回路.

c. ~さ電の各半周期の中で或る値を 越えた時のみ短
形波を出す回路.

これらの回路の中 Aのみを使用すると両方向受信

となり， AとBを使用すると恵方向消去受信となり，

AとBとCを使用すると理方向指点受信となる.

*回路の働作を第8図に示す.

第8図①は輝度変調回路への入カ2E電波形を示す.

①は①の波形が牟波弱断撃流さ れて矩形波になる事を

示している. これは第7図の 1/26SN7と6AC7の

陰極結合に よる短)fj波発生回路により得られるもの

で，その他の如何なる牟波整流区路よりも弱断特性は

良好で~った. 倫6AC7 の'*固定抵抗に より 努斯レ

ベルヵ:自由に変えられる.①は偏侍された盤流回路出

力を示し，偏側道以上の振幅のもののみが出力とし

て出る.①と①;主位相方:逆であるので，これを加えて



1位

第9図両方向受信の場

合の態度変調波形

第11図恵方向指点受

信の場合の輝度変調波形

第6図会:中4尉占合回路と枠喝容中線回路

との位相差及びQの比較のリサ戸ジュ図形

第10図蝦方向消去受

信の場合の節度変調波形



可')8 r斗 賢官民々 示i註iζiの飴f'lo波形

弘樹臥LJ l_j LJ -0 しJ
姐門 .1.

q吟 IT~~!I.，!;， 
、正内九

③ t，1¥ 
'i)・l1r
~~可妓句

宅管入nLmJ -
~1 ヲ 3処邑町 i1:.

宅 ['11 r-， r，門r-I
+のの自主昨

① 『「円Ii円linr-.円Ii円「一一一1
~・⑥ゎ泣桝

♂(うの
①の波形とナるのにi場極結合力:可能で，良好なBY断特

1全力:得られ，これそ更に6AC7にて抑析して符号を
1>(叫Tると同時に関断特性を改善している.

①は①のu::電入力に同期して或る時間出る短形波を
示す・これはE立整型パイプレ 【 タ ー の出力短~波を

6区6で更に!l!J&rrしてヒ殺を完全な平坦とした正のlli

JU波形でゐる.@:主①の短形波と①ゎキ;皮主守的政との
lぬ樹711合により何られる波1去である・⑦;主①と①の波

形の結合により得られる波形を示す.

負に倒的されピームの出ていない プラウyt:rのグ
リッドに上記①，①，⑦η波j診を炎々加え，偏向仮に

方位伝-号を加えると， ~ま光膜上には①， ①，⑬の盗電

仰が犬々ねられる.

第9悶，第10凶及び第11[対;土水.+偏向板に減衰1辰

野)~~ }レスをJJfIえ ，こ のパルスを深度変;i]lùの入力に加え
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て ， その出ブ]宅dl1宍!弓向:日こ加えた時乃~.;i皮'笠に同7各

のパルス沼Z5写貨を示す この写f廷で見られる控u<，

g1ji'りr.主9-25.庄で，tEf&}支の+恒郊のー宵絞1主も良好であ

る . パルスι寸fýjJ)~事皮主己主将i主も甚だ良好・でI iilh・向

受信の諸手反丸:間Jrrとしてのt民自信を充分果している.

IV.結 百

i官ノj向話、'電}]I立;則定後!J:両方向のものに絞ベて附加

されているもの:主上注のもののみでーあり.他l主総てi両

方向のものと同慌である.

市Ji.主の1m<毘方r"J~戸電方位ìftij定j授は式作中である

がI iM足夫教において依討された結果によれば光分前

足な勤f'Joが期待される.c住，今までの方式においても

精肉となった夜間;点差等の問題等がら如何程妨25きIL

るかがllij窃Cあるが，これの徐討は袋寵完成後，試験

観測において充分隊討する.
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